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近江八幡市大中の湖南遺跡の再検討（田中咲子） 

見られなかったため、時期は不明である。 

 第４遺構は、発掘調査終了後の整理調査の段階で確認し

たものである。第１遺構の北側延長部と考えられていた部

分で、その上面に第１遺構と方向の異なる矢板杭列を２列

確認した。このため、別遺構の可能性があると考えた。こ

の２列の杭列は、平行して打ち込まれ、主軸方位はＮ11°

Ｗである。時期は、不明である。 

 

4.第１遺構の構造について(図３) 

中央部の構造は、両側に側板を横長に配置し、横板で固

定した枠組み内部に石材を充填したものであった。側板・

横板にはヒノキの厚板材が使用され、表面には加工時の手

斧によるハツリ痕が明瞭に残っていた。 

側板と横板の上下の両端には、切り欠きがみられ、その

形状は、四隅を相欠き組にして積み上げる、積み上げ式横

板組相欠き仕口型の井戸枠に使用された板材に類似してい

た。このことから、切り欠きどうしを組み合わせて、石敷

き遺構の枠組みを保持していると考えた。 

側板・横板が積み上げられた状態をそれぞれの地点で確

認したところ、側板①・側板⑦で区画された部分は、側板

が２段で組まれ、側板②～⑥・側板⑧～⑫で区画された部

分は、側板が３段で組まれていたことが解った。 

陸地に近い側板①・側板⑦で区画された地点では、遺構

基底面が南側に向かってなだらかに高くなることから、段

数を一段省くことにより、側板の上面の高さを水平に保つ

工夫をしたと推定できる。 

さらに、側板と横板が組み合った状態を確認するために、

２個所で石敷き遺構の断ち割り調査を行った。南端の横板

①付近の断ち割り調査(図４：Ａ-Ｂ)では、遺構基底面上に

配置された側板⑦の最下段とそれに組み合った横板①の最

下段の板材が確認できた。 

また、第１遺構は、中央部の側板⑨～⑫にかけて、西側

に倒れた状態で検出したが、この部分の横板⑥付近の断ち

割り調査(図４：Ｃ-Ｄ、写真３)では、３段分の側板⑫が、

２段の横板と組み合った状態で確認できた。 

遺構を構築していた板材は持ち帰ることができなかった

ため、現地でできる限り計測を行った。側板は、部分的に

計測したものを含めると 17 枚分計測できた。長さ 3.34～

5.2ｍ・幅 20.0～25.0 ㎝・厚さ 2.0～4.5 ㎝を測る。横板

は、部分的に計測したものも含めると９枚分計測できた。

長さ 2.54ｍ～2.7ｍ・幅 20.0 ㎝～28.0 ㎝・厚さ 4.0 ㎝～

5.5㎝を測る。側板・横板とも、長さ・幅・厚さにややばら

つきがみられた。 

 

5.おわりに 

 大中の湖南遺跡で検出した第１遺構の枠組みは、その構

造から、日本において７世紀後半頃から造り始められる、

積み上げ式横板組型の井戸の構築技術を応用したものであ

ると考えられる。 

積み上げ式横板組型井戸の井戸枠には、四隅を相欠き組

にして積み上げる横板組相欠き仕口型と、各段の高さを揃

えながら積み上げる横板組井籠型の２種類がある(3)。 

 第１遺構で使用された側板・横板などの板材には、長さ・

幅・厚みに多少のばらつきがみられたが、相欠き仕口型の

技術では、高さの異なる板材を相欠きの幅や深さを調節す

ることによって利用できるため、板材の厚さや幅が多少違

っていても、組み合わせることが可能であったといえる。 

 板材を得るためにヒノキの大木を切り出し、長さ・幅・

厚みをそろえた板材を必要な枚数用意し、それを組み立て

る高度な技術をもつ人材を確保するためには、経済力と権

力が必要であったことが考えられる。第１遺構が構築され

た７世紀後半頃は、律令国家による港などの整備が進めら

れた時期でもあり、そういった政治的な背景の中でこの遺

構が造られたことが推定される。 
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小型海獣葡萄鏡について（福井知樹） 

小型海獣葡萄鏡について 

 

福 井 知 樹 

 

1.はじめに 

小型海獣葡萄鏡は海獣葡萄鏡の中でも遺跡から出土する

ことが多い銅鏡である。隋唐期に作成されており、日本に

は伝来したものと、日本国内で伝来したものを元に踏返し

鋳造で作られたものがある。舶載鏡は文様が精緻で面径も

大きいものが多いが、踏返し鋳造のものは面径が小さく、

文様も精緻でなくなっている。 

小型海獣葡萄鏡は、北は山形県、南は宮崎県まで全国各

地で出土が見られる。海獣葡萄鏡の意味合いについて再確

認をしたい。 

 

2.海獣葡萄鏡の研究と種類 

海獣葡萄鏡の研究 

海獣葡萄鏡の文様については古くから研究がなされて

おり、古くは明治 23年（1890）にフリードリヒ・ヒルト氏

が『志那研究』の中に「志那の金属鏡に就いて」を著し、

文様について考察をしている。 

日本人の研究の嚆矢として濱田耕作氏が明治 37年（1904）

に「海獣葡萄鏡に就いて」にて言及をしている。その中で

中国古代の銅器について最も注意するべき遺物として鑑鏡

としており、その中でも海獣葡萄鏡を「頗る趣味ある者」

としている（濱田 1990）。濱田氏はヒルト氏の考察を引用

しつつ、「海獣」と「葡萄」とをそれぞれ考察を行っている。 

「葡萄」は前漢の武帝の時、張騫が大宛から持ち帰った

もので鑑鏡の文様に用いられた。葡萄の起源はギリシャ神

話に出てきており、小アジアやペルシャ、インド等に広が

っている。 

「海獣」については、元は「海馬」という語が用いられ

たといい、「ハイマ」と読んだ。北宋の王黼が著した『博古

図録』で初めて「海獣葡萄鏡」の語が用いられたという。

「海馬」は「海外の馬」の意と目されたが、海獣葡萄鏡に

は馬があしらわれているものがなく、その他の動物が描か

れており、馬から獣に転じたようである。「海馬」の由来と

しては、ディオニュソス祭と密接な関係がある「ハオマ」

という神を祀る儀式から転じたものだとしている。象られ

た獣は中国ではなく、ディオニュソス祭の行われる地方よ

り輸入したと考えられた。 

さて、以降、樋口隆康氏、勝部明生氏、小林恵子氏らが

文様、特に「海獣」というものがなんであるのかというの

を研究している。 

樋口氏は青海地方の牝馬と水中の龍から名馬が生まれ、

それから海馬の名が来たとしている。葡萄の源流について

は西アジア、シリア、ギリシャ、ローマと見ており、アッ

シリア、エジプト、ギリシャなどに見られる葡萄文に、イ

ランのササン美術にある禽獣文が隋唐時代に影響を与えた

としている（樋口 2008）。また、小林氏はそれに付け加え

て、ササン朝ペルシャに見られる禽獣葡萄文をそのまま模

倣したのではなく、西アジアの葡萄唐草文に中国独自の狻

猊文という中国独自の文様が組み合わさったとしている

（小林 1980）。 

いずれにしても、海獣葡萄鏡の海獣の元は「海馬」であ

り、中国ではなく、西方諸国の影響を受けていること、葡

萄に関してはギリシャを起源とする葡萄を張騫が持ち帰っ

たことで中国にきたのだといわれる。 

 

海獣葡萄鏡の種類 

海獣葡萄鏡の種類としては、杉山洋氏が分類を行ってい

る。海獣葡萄鏡に限らず、鑑鏡は大きさで分けられている。

面径 40cm以上が超大型鏡、面径 40～20cmが大型鏡、面径

20～10cm が中型鏡、面径 10cm 以下が小型鏡の４種に分け

られている（杉山 2003）。海獣葡萄鏡においては、面径が

25cm前後のものが大型鏡、面径 15cm程度のものが中型鏡、

面径６cm 程度のものが小型鏡として多く見つかっている

ようである。 

大型鏡は御神体などとして寺社の伝世品が多くを占め

る。中型鏡は高松塚古墳等の古墳の副葬品として出土があ

り、大型、小型の鏡には見られない特徴がある。同型鏡、

すなわち原型が同じで踏返し鋳造で繰り返し作られた鏡が

多く見られる（飛鳥資料館 2006）。 

小型鏡は祭祀に関わる遺跡・遺構から出土することが多

く、大型、中型鏡とは一線を画している。文様について、

内区部分には、葡萄唐草文に四獣が配され、外区には葡萄

唐草文に７羽の鳥が配されている。また文様が崩れたもの

が多く、中には文様がわずかに盛り上がるだけのものもあ

る（飛鳥資料館 2006）。 

小型鏡には６cm 前後のものが多いのは先述の通りだが、

中には３cm前後のものもあり、紐と四獣がわずかに盛り上

がっているだけの鏡である。内区部分だけを表現している。

杉山氏は外区まであるものをＡ類、内区のみのものをＢ類

としている。 

 

3.小型海獣葡萄鏡の出土遺跡および伝世品 

小型海獣葡萄鏡の出土遺跡と用途 

小型海獣葡萄鏡が出土している遺跡及び伝世品は表１

～表３の通りである。66面ある。 

小型海獣葡萄鏡の出土遺跡の時期としては、多くが７世

紀後半から８世紀中頃に限られる。寺家遺跡のＢ類のもの

と隅田八幡宮２号経塚のものがそれぞれ 10 世紀初頭と 12

－ 61 －



小型海獣葡萄鏡について（福井知樹） 

世紀中頃という伝世が見られる。畿内に集中して出土が多

いが、全国的に分布をしていることがわかる。 

出土面数は奈良県が 15 面と圧倒的に多いが、ほかにも

石川県が６面、兵庫県が４面、大阪府・滋賀県が３面と続

く。 

一般に小型海獣葡萄鏡が出土する事由としては祭祀に

関わるものと考えられている（杉山 2003）。水辺の祭祀に

関わるものとして溝や河川などの遺構から出土する例が多

い。それは祭祀に関わるような遺物、すなわち、ミニチュ

ア土器などの遺物と共伴して出土することが挙げられる。

それらの鏡は鏡面が磨かれず、文様も雑多なものでいいと

され、「鏡面・鏡背ともに鋳上がりや仕上げの状態が何ら顧

慮されることがない鏡、言い換えればただの丸い青銅板で

あれば用の足りる鏡、これが祭祀用の鏡として使用された

小型海獣葡萄鏡の本質（飛鳥資料館 1999 p.23）」と考えら

れている。藤原京右京五条四坊の側溝からは日用雑器に加

えて、木製斎串、金属製の人形、鈴とともに小型海獣葡萄

鏡や素文鏡が出土している（橿原市千塚資料館 1995）。 

北端に当たる山形県山形市の川前２遺跡や、石川県羽咋

市の寺家遺跡では竪穴住居跡から出土が見られる。寺家遺

跡のものは廃絶時に埋め込む儀式の可能性が指摘されてい

る（財団法人山形県埋蔵文化財センター 2011）。ただし、

川前２遺跡の竪穴住居の発見箇所は攪乱部分にあたり、正

確な状況は不明である。 

そのほか、奈良県橿原市の四条大田中遺跡（大藤原京右

京五条五・六坊）では焼土坑からフイゴ羽口、鉄滓、銅滓、

ガラス滓等とともに小型海獣葡萄鏡（Ｂ類）が２面出土し

ている。鋳造に関わる遺構と考えられている。 

 

近江国の小型海獣葡萄鏡 

滋賀県では３面出土している。大津市太古塚遺跡、東光

寺遺跡、守山市欲賀南遺跡である。 

太古塚古墳は 11 号墳から出土している。11 号墳は直径

13ｍの円墳と考えられている。後世の攪乱を受けており、

遺存している部分は高さ 1ｍほどである。海獣葡萄鏡は面

径 6.3cmで厚さ 0.7cmである。鋳上がりは悪い。四獣文が

見えるが、緑青が全体を覆っている。ほかにも銅鈴、須恵

器坏蓋、鉄釘が出土している（大津市教育委員会 1992）。 

東光寺遺跡は溝 SD06 から出土している。海獣葡萄鏡は

面径 6.4cmで銅質は悪く、文様も不鮮明。共伴遺物は須恵

器、土師器、土錘、製塩土器、鍛冶関係遺物がある。墨書

土器があり「麻呂」の字がある。出土土器からこの溝は７

世紀後半頃に相当する（辻川 2002）。 

欲賀南遺跡は不定型な落ち込みから出土している。海獣

葡萄鏡は面径３cmで紐を欠いており、文様配置から四獣文

といるため、おそらく小型海獣葡萄鏡Ｂ類なのであろう。

文様自体は緑青のため不鮮明である。共伴遺物は須恵器、

土師器、砥石、鉄製品がある（守山市教育委員会 2012）。 

滋賀県においては、以上３面が出土しているが、東光寺

遺跡以外は、祭祀に関わるとは言いがたい状況であった。

一方で、遺構に伴う状況のものが少ないため実際の用途は

不明であるとしか言い様がないのかもしれない。 

 

4.まとめ 

小型海獣葡萄鏡は７世紀後半から８世紀中頃という短
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